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日本政策金融公庫 農林水産事業

Report on research

情報戦略レポート
　

今
回
は
法
人
経
営
に
お
け
る
決
算
動

向
の
分
析
を
掲
載
し
ま
し
た
。個
人
経

営
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
は
前
号（
１

月
号
）で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
経
営
の
決
算
期
間
は
年
度
で
あ

　

耕
種
部
門
の
売
上
高
を
見
る
と
、稲

作
は
６
０
０
０
万
円
程
度
、畑
作（
北
海

道
）は
８
０
０
０
万
円
程
度
で
す
が
、果

樹
や
露
地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花
き
、

茶
、キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は
１
億
円
を
超

え
て
い
ま
す
表
。

　

経
常
利
益
に
つ
い
て
は
、稲
作
お
よ

び
畑
作（
北
海
道
）が
５
％
超
で
あ
る
一

方
、果
樹
、露
地
野
菜
、茶
に
関
し
て
は

５
％
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、施

設
野
菜
、施
設
花
き
、キ
ノ
コ
に
関
し
て

は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

売
上
高
に
対
す
る
借
入
金
残
高
の
比

率（
売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
）は
、施

る
こ
と
が
多
く
、２
０
１
９
年
度
決
算

の
な
か
に
は
、20
年
１
～
３
月
ま
で
の

数
字
が
含
ま
れ
る
の
で
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日本公庫の農業を営む法人経営の融資先を対象に、
３カ年（2017～2019年度）の決算データを集計して、
損益の動向や財務指標などを分析しました。

法人経営の収支動向
耕種は増益
畜産は減益

―2019年農業経営動向分析（法人経営）―

設
野
菜
、茶
が
80
％
超
と
高
率
と
な
る

一
方
、稲
作
、畑
作（
北
海
道
）、露
地
野

菜
、施
設
花
き
、キ
ノ
コ
は
約
50
～
65
％

程
度
と
比
較
的
低
く
な
っ
て
い
ま
す

図
１
。

　

最
も
低
い
値
を
示
し
た
の
が
果
樹
で
、

45・２
％
で
し
た
。

　

費
用
に
占
め
る
材
料
費
の
割
合（
材

料
費
率
）は
、畑
作（
北
海
道
）と
茶
、キ

ノ
コ
が
20
％
超
と
高
く
、そ
の
他
の
業

種
は
お
お
む
ね
10
～
20
％
の
間
と
な
り

ま
し
た
図
２
。

　

費
用
に
占
め
る
労
務
費
・
人
件
費
の

割
合（
労
務
費
・
人
件
費
率
）は
、稲
作
、

果
樹
、露
地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花

　

畜
産
部
門
の
売
上
高
を
業
種
別
に
見

る
と
、酪
農（
北
海
道
・
都
府
県
）で
は

売
上
高
は
２・５
億
円
前
後
で
し
た
表
。

　
一
方
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一
貫
経
営

で
は
６
～
８
億
円
程
度
、採
卵
鶏
、ブ
ロ

イ
ラ
ー
で
は
10
億
円
超
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

経
常
利
益
率
は
、酪
農（
都
府
県
）、

肉
用
牛
肥
育
、養
豚
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
お

お
む
ね
２
～
４
％
前
後
と
な
る
一
方
、

酪
農（
北
海
道
）は
、７・４
％
と
他
の
業

種
に
比
べ
て
高
く
な
り
ま
し
た
図
３
。

採
卵
鶏
に
つ
い
て
は
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

売
上
高
借
入
金
残
高
比
率
は
、酪
農

（
北
海
道
）、肉
用
牛
肥
育
は
90
％
超
と

高
く
、次
い
で
、酪
農（
都
府
県
）が
70
％
、

養
豚
一
貫
お
よ
び
採
卵
鶏
は
約
60
％
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
40
％
以
下
と
低
く
な
っ

て
い
ま
す
図
４
。

　

材
料
費
率
は
、肉
用
牛
肥
育
で
は
70

％
超
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。他
の
業

き
で
、材
料
費
率
な
ど
他
の
費
用
の
比

率
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。一
方
、畑

作（
北
海
道
）、茶
、キ
ノ
コ
は
、材
料
費

率
と
同
等
ま
た
は
低
い
比
率
と
な
り
ま

し
た
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、収
穫
作
業
な
ど

で
労
働
力
が
必
要
な
露
地
野
菜
、施
設

野
菜
、施
設
花
き
経
営
で
30
％
超
と
な

っ
て
お
り
、他
の
業
種
に
比
べ
高
い
割

合
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
に
占
め
る
減
価
償
却
費
の
割
合

は
、稲
作
、畑
作（
北
海
道
）、施
設
野
菜
、

茶
が
10
％
前
後
で
あ
る
一
方
、果
樹
、施

設
花
き
、キ
ノ
コ
は
５
％
程
度
と
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

労
務・人
件
費
が
利
益
圧
迫

法
人・耕
種
部
門
の
収
支
状
況

肉
用
牛
に
コ
ス
ト
増
の
影
響

法
人・畜
産
部
門
の
収
支
状
況
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種
に
比
べ
て
肉
用
牛
肥
育
は
、素
畜
費

や
飼
料
費
な
ど
の
材
料
費
の
上
昇
が
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

経
営
部
門
別
に
、２
０
１
９
年
度
の

収
支
を
前
年
度（
２
０
１
８
年
度
）と
比

べ
て
み
ま
し
た
表
。

　

耕
種
部
門
で
は
、全
国
平
均
の
売
上

高
が
、前
年
度
比
３・８
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。経
常
利
益
は
、４
２
０
万
円

か
ら
５
１
０
万
円
へ
、21
・４
％
の
増
益

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、畜
産
部
門
で
は
、全
国
平
均
の

売
上
高
が
、前
年
度
比
１・６
％
増
と
な

り
ま
し
た
。経
常
利
益
は
、１
５
１
０
万

円
か
ら
１
３
９
０
万
円
へ
、７
・９
％
の

減
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

耕
種
、畜
産
と
も
19
年
度
は
売
上
高

が
増
加
し
た
一
方
、経
常
利
益
は
業
種

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、耕
種
が

お
お
む
ね
増
益
、畜
産
が
お
お
む
ね
減

益
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、業
種
別
に
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

耕
種
部
門
で
は
、稲
作
で
は
規
模
拡

大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、収
量

が
前
年
並
み
を
確
保
し
た
こ
と
、米
価

が
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
売
上
高
は

増
加
し
ま
し
た
。経
常
利
益
も
、売
上
高

の
増
加
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、増
益
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
畑
作
に
つ
い
て
は
、18
年
度
は
長
雨
な

ど
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
が
あ
り
ま
し

た
が
、19
年
度
の
収
穫
は
比
較
的
好
調

に
推
移
し
、売
上
高
の
増
加
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。経
常
利
益
は
、労
務
費
な
ど
の

経
費
が
増
加
し
た
も
の
の
売
上
高
の
増

加
効
果
も
あ
り
、増
益
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
果
樹
は
、労
務
費
な
ど
を
中
心
に
費

用
が
増
加
し
た
も
の
の
、売
上
高
も
増

加
し
た
こ
と
で
、増
収
増
益
と
な
り
黒

字
転
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
露
地
野
菜
は
、天
候
不
良
や
台
風
な

ど
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
主
産
地
の
影

響
は
少
な
く
、売
上
高
は
増
加
し
、経
常

　

ま
た
、減
価
償
却
費
率
に
つ
い
て
は

酪
農（
北
海
道
・
都
府
県
）が
15
％
超
と
、

他
の
業
種
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

表　経営部門別の収支（法人経営）

業　種 サンプル
数

経営規模 売上高
（百万円）

経常利益
（百万円）

（参考）経常利益+役員報酬
（百万円）

2018
年度

2019
年度

2018
年度

2019
年度

前年対比
（％）

2018
年度

2019
年度

前年対比
（％）

2018
年度

2019
年度

前年対比
（％）

Ａ Ｂ Ａ Ｂ （Ｂ／Ａ） Ａ Ｂ （Ｂ／Ａ） Ａ Ｂ （Ｂ／Ａ）

耕
　
種

980 77.0 79.9 103.8% 4.2 5.1 121.4% 10.9 11.8 108.3%
稲作 715 32.4ha 33.5ha 61.5 64.4 104.7% 5.0 6.3 126.0% 10.9 12.2 111.9%

畑作（北海道） 60 68.3ha 67ha 78.7 86.7 110.2% 5.7 5.9 103.5% 14.4 14.8 102.8%
果樹 31 6.1ha 6.1ha 103.9 109.9 105.8% ▲1.3 1.0 — 3.8 6.3 165.8%

露地野菜 67 14.4ha 14.6ha 119.5 126.7 106.0% 2.5 4.0 160.0% 11.5 13.7 119.1%
施設野菜 50 13.8千㎡ 14.4千㎡ 155.7 154.9 99.5% ▲3.3 ▲5.3 — 6.6 3.7 56.1%
施設花き 17 11.4千㎡ 10.5千㎡ 102.9 105.6 102.6% 0.0 ▲0.6 — 8.4 7.7 91.7%

茶 40 24.8ha 25.4ha 149.6 140.6 94.0% 6.6 2.6 39.4% 17.0 12.9 75.9%
キノコ 11 678.0ｔ 698.6ｔ 396.1 398.3 101% ▲2.7 ▲11.8 — 5.8 ▲2.5 —

畜
　
産

561 552.3 561.4 101.6% 15.1 13.9 92.1% 29.8 28.7 96.3%
酪農（北海道） 109 225.3頭 230.8頭 248.8 265.9 106.9% 18.9 19.7 104.2% 34.1 35.5 104.1%
酪農（都府県） 132 179.2頭 181.2頭 237.2 248.6 104.8% 8.3 6.6 79.5% 19.6 17.9 91.3%
肉用牛肥育 100 1214.4頭 1216.9頭 786.2 777.0 98.8% 18.3 11.1 60.7% 30.5 23.3 76.4%
養豚一貫 148 679.3頭 676.2頭 595.7 618.2 103.8% 26.8 28.2 105.2% 46.3 47.6 102.8%
採卵鶏 59 329.1千羽 329.4千羽 1,211.6 1,198.7 98.9% ▲12.4 ▲13.8 — 0.9 0.0 0.0%

ブロイラー 13 274.1千羽 274.5千羽 1,011.3 1,018.1 100.7% 21.6 26.4 122.2% 35.4 40.3 113.8%

注１）経営規模、売上高、経常利益は経営部門ごとの１経営体当たりの平均値を記載しました。
注２）増減率はラウンドの関係で数値が合わない場合があります。
注３）経営規模のうち果樹、露地野菜、施設野菜、施設花きは第１品目の栽培面積、酪農は成牛頭数、養豚一貫は繁殖雌豚頭数となっています。

目
立
つ
稲
作
の
増
収
、増
益

前
年
度
と
の
収
支
を
比
較
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前
年
度
と
の
比
較
だ
け
で
な
く
、経

常
収
益
の
水
準
を
調
べ
る
た
め
、過
去

６
年
間（
２
０
１
４
～
２
０
１
９
年
度
）

の
単
位
規
模
当
た
り
の
経
常
利
益
額

（
役
員
報
酬
差
引
前
）の
推
移
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、耕
種
部
門
の
主
要
業
種
を
見

る
と
、稲
作
、畑
作（
北
海
道
）、果
樹
、

露
地
野
菜
は
一
定
の
水
準
以
上
で
推
移

し
て
お
り
、19
年
度
の
経
常
利
益
が
と

く
に
低
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
図
５
。

　

一
方
で
施
設
野
菜
、施
設
花
き
に
つ

い
て
は
、経
常
利
益
額
が
６
年
間
で
最

も
低
水
準
に
な
っ
て
お
り
、厳
し
い
現

状
が
う
か
が
え
ま
す
。背
景
と
し
て
は
、

相
場
の
動
き
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
、

人
件
費
な
ど
の
費
用
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

畜
産
部
門
で
は
、酪
農
に
つ
い
て
は

直
近
６
年
間
の
実
績
と
比
較
し
て
、19

年
度
の
実
績
は
一
定
水
準
以
上
で
推
移

し
て
い
ま
す
図
６
。

　

ま
た
、肉
用
牛
肥
育
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

に
つ
い
て
は
、直
近
６
年
間
は
乱
高
下

が
激
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、

19
年
の
実
績
は
14
年
と
比
較
す
る
と
や

や
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
、採
卵
鶏
は
相
場
の
動
き
の
影

響
を
強
く
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
、２

年
連
続
し
て
低
迷
し
て
お
り
、厳
し
い

現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

今
回
、紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
公
開
資
料
は
当
公
庫
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
日

本
公
庫 

農
業
経
営
動
向
分
析
」な
ど
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田�

圭
介
）

【
集
計
・
分
析
対
象
】

⃝

集
計
・
分
析
対
象
先

　

 

公
庫
取
引
先
５
３
４
８
先（
個
人
経
営
３
７
９
６

先
、法
人
経
営
１
５
５
２
先
）

⃝
 

対
象
経
営
部
門（
農
業
収
入
の
第
１
位
部
門
で

区
分
）

　

 

耕
種
８
部
門
：
稲
作
、畑
作（
北
海
道
）、果
樹
、

露
地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花
き
、茶
、キ
ノ
コ

　

 

畜
産
５
部
門
：
酪
農
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一
貫
、

採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

⃝

対
象
決
算
期

　

 

２
０
１
７
年
・
18
年
・
19
年
の
各
年
12
月
～
翌
年

３
月
が
決
算
期
の
も
の

【
注
】

・ 

文
書
中
の「
増
益
」や「
減
益
」は
、経
常
利
益
が

増
加
し
た
か
減
少
し
た
か
で
判
断
し
て
い
ま
す
。

利
益
も
増
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
野
菜
は
、経
営
体
当
た
り
の
規

模
の
拡
大
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、価

格
が
や
や
低
調
に
推
移
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、売
上
高
は
減
少
し
、労
務
費
な

ど
の
費
用
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

赤
字
幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

施
設
花
き
は
、売
上
高
は
前
年
度
と

同
水
準
で
す
が
、材
料
費
や
労
務
費
な

ど
が
増
加
し
、赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

茶
は
、規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
も

の
の
、リ
ー
フ
茶
需
要
の
減
退
で
販
売
単

価
が
下
落
し
、売
上
高
は
前
年
度
か
ら
減

少
し
ま
し
た
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、材
料
費
を
中
心
に

抑
制
で
き
ま
し
た
が
、減
収
幅
が
大
き

く
減
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は
、売
上
高
は
前

年
と
同
水
準
で
し
た
が
、材
料
費
や
労

務
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
赤
字
幅
が
拡

大
し
ま
し
た
。

　

次
に
、畜
産
部
門
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

酪
農
は
乳
価
の
引
き
上
げ
や
規
模
拡

大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
売
上

高
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

経
常
利
益
は
、北
海
道
・
都
府
県
と

も
に
飼
料
費
を
含
む
材
料
費
や
労
務
費
、

そ
れ
に
減
価
償
却
費
な
ど
の
費
用
が
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、都
府
県
に
比
べ

よ
り
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
北
海
道

で
は
売
上
高
増
加
の
効
果
で
増
益
と
な

り
ま
し
た
。一
方
、都
府
県
で
は
減
益
と

な
り
ま
し
た
。

　

肉
用
牛
肥
育
は
、牛
肉
販
売
価
格
が

18
年
度
と
比
べ
て
下
落
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
売
上
高
は
減
少
し
ま
し
た
。費
用

は
前
年
並
み
で
あ
っ
た
た
め
、経
常
利

益
は
大
幅
な
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

養
豚
一
貫
は
、豚
肉
販
売
価
格
が
前

年
を
上
回
る
価
格
で
推
移
し
た
た
め
、

売
上
高
は
増
加
し
、経
常
利
益
も
増
益

と
な
り
ま
し
た
。

　

採
卵
鶏
は
、近
年
の
国
内
生
産
量
の

増
加
に
よ
り
需
給
が
緩
み
、19
年
度
前

半
は
販
売
単
価
が
低
調
に
推
移
し
ま
し

た
が
、後
半
は
台
風
な
ど
の
影
響
で
供

給
量
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、単
価
は

持
ち
直
し
ま
し
た
。

　

売
上
高
は
18
年
度
よ
り
や
や
減
少
し
、

費
用
は
前
年
並
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

経
常
利
益
も
減
益
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、売
上
高
は
前
年
か

ら
や
や
増
加
、費
用
面
で
は
材
料
費
が

増
加
す
る
も
の
も
、燃
料
動
力
費
な
ど

が
減
少
し
た
た
め
横
ば
い
と
な
り
、増

益
と
な
り
ま
し
た
。

　

耕
種
部
門
、畜
産
部
門
と
も
、前
年

度（
２
０
１
８
年
度
）と
比
較
し
た
19
年

度
の
収
支
は
、売
上
高
が
増
加
傾
向
で

推
移
し
た
も
の
の
、経
常
利
益
は
業
種

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

採
卵
鶏
除
き
多
く
の
業
種
で
安
定

過
去
６
年
間
の
収
益
動
向
と
推
移
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Report on research
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図１　2019年度の経常利益率など（耕種部門、法人経営）図２　2019年度のコスト内訳（耕種部門、法人経営）

図３　2019年度の経常利益率など（畜産部門、法人経営）図４　2019年度のコスト内訳（畜産部門、法人経営）

図５　単位規模あたり役員報酬差引前経常利益の推移
　　　（耕種、主要業種）

図６　単位規模あたり役員報酬差引前経常利益の推移
　　　（畜産）
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吉
野
の
森
に
は
、私
を
誘
う
気
配
が
漂
っ
て
い
る
。昔
、山
伏
さ
ん
が
森
は

賑
や
か
だ
と
お
話
さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。誰
も
い
な
い
森
の
中
で

も
ま
っ
た
く
さ
み
し
く
な
い
の
だ
と
、彼
は
言
っ
た
。葉
ず
れ
の
音
、鳥
の
声
、

獣
の
吐
息
。さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
森
を
住
処
に
し
て
共
存
し
て
い
る
。ま
し
て

や
こ
の
あ
た
り
に
は
神
が
存
在
す
る
の
だ
と
疑
い
よ
う
も
な
い
感
覚
に
陥
る

こ
と
が
あ
る
。少
し
怖
い
よ
う
な
、一
体
と
な
っ
て
し
ま
え
ば
、守
ら
れ
て
い

る
安
心
を
得
る
よ
う
な
、不
思
議
な
そ
れ
。

　

私
は
奈
良
で
生
ま
れ
、育
ち
、そ
う
い
っ
た
森
の
気
配
を
幼
少
の
頃
か
ら
受

け
て
い
た
。二
十
歳
過
ぎ
の
頃
、自
主
映
画
を
創
っ
て
い
る
時
に
、よ
く
森
に

行
っ
た
。ふ
と
、風
が
吹
き
、そ
の
辺
り
を
見
上
げ
て
い
る
と
、何
故
だ
か
自
然

に
涙
が
頬
を
伝
っ
た
。そ
の
涙
は
と
て
も
温
か
く
て
、も
う
逢
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
と
逢
え
た
よ
う
な
心
地
に
な
っ
た
。涙
は
悲
し
い
と
き
に
だ
け

流
れ
る
の
で
は
な
く
、嬉
し
い
時
に
も
流
れ
る
の
だ
と
は
っ
き
り
わ
か
っ
た

瞬
間
だ
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
、カ
ン
ヌ
で
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
ビ
ノ
シ
ュ
に
出
逢
え
た
と
き
、吉

野
の
森
で
彼
女
と
映
画
を
撮
り
た
い
と
思
っ
た
。そ
し
て
彼
女
も
ま
た
そ
れ

を
欲
し
て
く
れ
た
。そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た﹃
Ｖビ

ジ

ョ

ン

ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
﹄と
い
う
作

品
は
、こ
の
深
い
森
が
永
遠
に
こ
こ
に
存
在
し
て
い
て
欲
し
い
と
の
願
い
を

込
め
て
創
っ
た
映
画
で
あ
る
。永
瀬
正
敏
さ
ん
演
じ
る
ト
モ
は
山
守
だ
。フ
ラ

ン
ス
か
ら
の
突
然
の
来
訪
者
が
、こ
の
ま
ま
だ
と
人
類
が
滅
亡
し
て
し
ま
う

と
告
げ
た
時
、ト
モ
は
何
故
だ
と
問
う
。そ
の
答
え
は「
発
展
し
す
ぎ
る
と
、自

ら
の
意
志
で﹃
滅
亡
﹄が
は
じ
ま
る
か
ら
」

　

世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
る
前
の
こ
の
作
品
に
込
め
た
想
い
を
今
、

反
芻
す
る
。森
は
私
た
ち
に
何
を
告
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

声
な
き
声
に

耳
を
傾
け
、自
ら
の
領
分
を
わ
き
ま
え
行
動
す
る
。山
そ
の
も
の
を
御
神
体
と
崇あ

が

め
て
生
き
て
き
た
古
代
の
人
々
は
、新
し
い
仏
教
と
い
う
考
え
方
が
大
陸
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
時
、前
の
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。神
仏
習
合
。共

に
在
る
こ
と
。生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
全
て
が
反
映
す
る
カ
タ
チ
。風
の
渡

る
森
の
木
漏
れ
日
の
あ
た
り
で
温
か
な
涙
を
流
す
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。 

かわせ なおみ
生まれ育った奈良を拠点に映画を創り続ける。カンヌ
映画祭、他映画祭での受賞多数。最新作『朝が来る』は
第96回米アカデミー賞国際長編映画賞候補日本代表と
して選出。東京 2020オリンピック競技大会公式映画監
督。私生活ではお米もつくる一児の母。

映画監督

河瀨 直美

吉野の森
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「
森
林
美
学
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。森
林
美
学
と
は
、１
８
８
５
年
に
ド
イ

ツ
の
地
主
貴
族
Ｈ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ー
リ
ッ
シ
ュ
が
そ
の
著
書

で
、「
技
術
合
理
に
管
理
さ
れ
た
森
林
は
最
高
に
美
し
い
」と

提
唱
し
た
考
え
方
で
あ
る
。詩
人
・
哲
学
者
で
あ
る
ゲ
ー
テ

の
言
葉「
私
は
自
然
と
交
わ
る
こ
と
が
好
き
だ
。な
ぜ
な
ら

自
然
は
常
に
正
し
く
間
違
い
は
人
の
側
に
あ
る
」に
影
響
を

受
け
、み
ず
か
ら
所
有
す
る
針
葉
樹
人
工
林
の
経
営
を
も
と

に
森
林
美
学
を
生
み
出
し
た
。彼
の
山
造
り
の
具
体
的
方
法

は
、森
林
経
営
学
の
Ｃ
・
ワ
グ
ナ
ー
の
次
の
解
説
に
要
約
で

き
る
。「
土
地
に
適
し
た
樹
種
を
植
え
る
、雪
風
害
な
ど
に
耐

え
る
葉
の
つ
い
て
い
る
部
分
が
長
く
太
い
木
で
構
成
さ
れ

た
林
を
造
る
、林
道
な
ど
の
生
産
基
盤
が
整
っ
て
い
る
。そ

し
て
、針
葉
樹
人
工
林
で
あ
っ
て
も
広
葉
樹
が
混
じ
る
」。こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ア
ク
セ
ス
を
整
え
、抜
き
切
り（
間

伐
）が
有
効
で
、環
境
保
全
に
も
役
立
つ
。

　

日
本
に
お
け
る
森
林
美
学
の
本
格
的
導
入
は
、札
幌
農
学

校
初
代
教
授
の
新
島
善
直
と
高
弟
の
村
山
醸
造
が
、日
本
の

実
情
に
合
わ
せ
て
教
科
書
を
作
成
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

ま
た
、北
海
道
大
学
造
林
学
教
授
で
北
海
道
近
代
美
術
の
祖

で
も
あ
る
今
田
敬
一
は
、「
学
問
は
分
化
、解
析
の
道
で
あ
る

が
、森
林
経
営
に
は
絵
画（
美
学
）の
よ
う
な
統
合
が
必
要
で

あ
り
、目
標
は
恒
続
林
、つ
ま
り
自
然
に
あ
ら
が
わ
ず
植
林

さ
え
怠
ら
な
け
れ
ば
木
材
生
産
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

山
の
扱
い
で
あ
る
」と
し
た
。

さ
て
、樹
木
は
、い
わ
ば
時
間
の
蓄
積
に
よ
っ
て
そ
の

価
値
を
増
す
が
、樹
木
や
山
林
の
価
値
は
不
変
で
は

な
く
、木
材
生
産
に
目
を
向
け
て
も
、将
来
の
消
費
者
が
求

め
る
材
木
の
特
徴
を
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。人
工
林
の

蓄
積
は
日
々
増
加
し
て
い
る
が
、木
材
は
い
ち
早
く
輸
入
自

由
化
さ
れ
た
た
め
木
材
価
格
は
低
迷
を
続
け
、間
伐
収
入
も

期
待
で
き
ず
、手
入
れ
が
不
十
分
な
こ
と
が
多
い
。

　

森
林
美
学
が
提
唱
す
る「
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
適
度
に
混

じ
っ
た
森
林
」へ
の
誘
導
は
、戦
後
の
拡
大
造
林
の
不
成
績

地
を
改
良
す
る
方
法
と
し
て
期
待
で
き
る
。そ
の
よ
う
な
森

林
は
、ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。日

●
こ
い
け 

た
か
よ
し
●

１
９
５
３
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。名
古
屋
大
学
大

学
院
中
退
。農
学
博
士
。森
林
総
合
研
究
所
、ス

イ
ス
連
邦
工
科
大
学
博
士
研
究
員
、東
京
農

工
大
学
、北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
を
経
て
、

２
０
１
９
年
よ
り
現
職
。造
林
学
、森
林
保
護
学
、

環
境
化
学
、森
林
美
学
を
講
じ
て
き
た
。

北
海
道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
院 

研
究
員

小
池 

孝
良



上：-信
州
大
学
農
学
部
構
内
試
験
林
に
お
け
る
森
林
美
学
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
森
林
施
業
の
例（
上
層
間
伐
。風
致
間
伐
、ポ
ス
テ
ル
間
伐
と
も
い
う
）。

野
生
動
物
の
餌
に
も
な
る
下
層
木
が
繁
茂
す
る

下：対
象
区
、通
常
施
業（
全
層
間
伐
）
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主張・多論百出

本
で
も
、例
え
ば
、東
北
の
鳴
子
地
方
で
は
多
種
の
材
を
使

っ
て
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
た
家
具
材
造
り
が
伝
統
的
に

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。一
方
、住
宅
用
で
は
新
し
い
合
板
や

集
成
材
が
普
及
し
、伝
統
的
工
法
の
住
宅
は
減
っ
て
き
た
。

た
だ
、年
輪
幅
の
揃
っ
た
無
節
材
を
多
用
す
る
日
本
家
屋
を

好
む
消
費
者
は
い
る
の
で
、吉
野
や
天
竜
な
ど
の
先
進
的
林

業
地
に
は
、伝
統
的
材
の
生
産
と
そ
の
地
域
を
特
徴
付
け
る

独
特
の
森
林
風
景
の
維
持
を
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、森
林
の
環
境
保
全
機
能
へ
の
期
待
は
大
き
い
。森

林
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
代
表
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
よ
り
も
、

質
量
当
た
り
約
25
倍
の
温
室
効
果
が
あ
る
メ
タ
ン
を
吸
収

（
＝
消
費
）す
る
。し
か
し
、二
酸
化
炭
素
濃
度
上
昇
が
続
く

と
、上
層
木
の
葉
が
繁
茂
し
林
床
が
湿し

気け

っ
て
、森
林
は
メ

タ
ン
放
出
源
に
変
わ
る
。そ
の
対
策
の
た
め
に
も
、混
み
す

ぎ
を
調
節
し
、そ
の
土
地
に
適
し
た
人
工
林
の
手
入
れ
を
お

こ
な
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る（
写
真
）。

　

森
林
美
学
の
目
標
は
、持
続
的
森
づ
く
り
、つ
ま
り
孫

子
の
代
ま
で
木
材
生
産
も
で
き
る
山
造
り
の
指
針
で
あ
る
。

１
９
９
２
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
、生
物
多
様
性
の
保
全
が

全
面
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
世
界
的
目
標
と
な
っ
た
。現
在
、

国
連
は
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
な
か
で
、気

候
変
動
へ
の
対
応
や
森
林
資
源
な
ど
の
保
全
を
掲
げ
、生
態

系
サ
ー
ビ
ス（
人
が
利
用
で
き
る
自
然
力
）の
高
度
活
用
に

世
界
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

日
本
で
も
97
年
か
ら
生
物
多
様
性
を
国
家
戦
略
と
し
、林

野
庁
は
２
０
１
３
年
に
、営
林（
＝
主
に
木
材
生
産
）か
ら

管
理
に
軸
足
を
移
し
、各
種
補
助
金
制
度
も
変
わ
っ
た
。山

村
生
ま
れ
の
私
に
は
、国
家
が
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
が
、祖

父
が
携
わ
っ
て
い
た
里
山
の
利
用
そ
の
も
の
に
近
付
い
た

と
感
じ
て
い
る
。そ
し
て
、い
ま
、森
林
美
学
の
提
唱
す
る

山
の
扱
い
方
に
再
び
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
。 

森
林
美
学
の
提
唱
す
る
山
の
扱
い
に
注
目

地
域
を
特
徴
づ
け
る
森
林
風
景
を
期
待
し
た
い
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ト
マ
ト
や
ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
果
菜
類
の

栽
培
で
は
、昔
か
ら「
苗
半
作
」「
苗
七
分
作
」

と
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、育
苗
が
大
変
に
重
視
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、１
９
６
０
年
頃
ま
で
は
、果
菜
類
の
育

苗
に
は
主
に「
熟
成
床と

こ

土つ
ち

」と
い
わ
れ
る
育
苗
専
用
の

床
土
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。熟
成
床
土
は
使
用

す
る
１
年
ぐ
ら
い
前
よ
り
、原
土（
水
田
の
土
や
山
土

な
ど
）に
有
機
物（
稲
わ
ら
や
落
葉
な
ど
）、肥
料（
石

灰
窒
素
や
焼
成
リ
ン
肥
、油
か
す
な
ど
）を
何
重
に

も
積
み
重
ね
て
堆
積
し
た
後
、４

～
５
回
切
り
返
し
、混
ぜ
合
わ
せ

て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。野
菜

農
家
に
と
っ
て
は
重
労
働
で
、時

間
の
か
か
る
大
変
な
作
業
で
し
た
。

ま
た
、熟
成
床
土
づ
く
り
は
農
家

の
経
験
と
勘
に
頼
っ
て
お
り
、材

料
の
種
類
や
配
合
割
合
な
ど
が
農

家
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
た
め
、

苗
の
生
育
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

し
た
。そ

こ
で
、東
京
大
学
農
学
部
の
助
手
で
あ
っ
た

高
橋
和
彦
さ
ん
は
、苗
の
生
育
に
好
適
な
床

土
の
諸
性
質
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、床
土
を
つ
く
る

際
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、ひ
い
て
は
、床
土

の
簡
易
な
つ
く
り
方
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。そ
し
て
、東
京
近
郊
の
野
菜
産
地
で

使
わ
れ
て
い
る
床
土
を
集
め
、有
機
質
の
含
量
や
肥

料
成
分（
ｐ
Ｈ
な
ど
）の
理
化
学
性
を
調
べ
、苗
の
生

育
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

次
に
、高
橋
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、床
土
の
材

料
で
あ
る
原
土
、有
機
物
、肥
料
の
種
類
と
量
を
変
え

て
速
成
の
床
土
を
つ
く
る
こ
と
で
し
た
。こ
れ
に
ト

マ
ト
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
の
種
を
ま
い
て
苗
の
生
育
を

比
較
し
た
り
、床
土
の
理
化
学
性
や
土
壌
水
分
と
苗

の
生
育
と
の
関
係
を
解
明
し
た
り
す
る
な
ど
、膨
大

な
数
の
試
験
を
１
９
５
５
年
か
ら
10
年
間
か
け
て
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、苗
が
よ
く
育
つ
床
土
材
料
の
種
類
と
混

合
割
合
を
見
い
だ
し
、事
前
に
堆
積
し
た
り
切
り
返

し
作
業
を
す
る
こ
と
な
く
、使
用
直
前
に
配
合
す
る

だ
け
で
よ
い
床
土「
速
成
床
土
」

を
開
発
し
ま
し
た
。こ
の「
温
床

床
土
に
関
す
る
研
究
」は
高
く
評

価
さ
れ
、67
年
に
は
、園
芸
学
会

よ
り
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

速
成
床
土
の
開
発
は
、育
苗
床

土
づ
く
り
の
大
幅
な
省
力
化
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、床
土
品
質

の
均
質
化
に
も
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。ま
た
、こ
の
開
発
に
よ

り
、農
家
自
身
が
床
土
を
つ
く
る
こ
と
は
な
く
な
り
、

専
門
業
者
が
つ
く
っ
た
床
土
を
農
家
が
購
入
し
て
利

用
す
る
形
態
に
変
わ
る
な
ど
、育
苗
の
技
術
革
新
の

契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

床
土
は
、現
在
で
は
一
般
に「
培
養
土
」と
い
わ
れ
、

育
苗
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
大
量
育
苗
に
用
い
ら
れ
る
ピ

ー
ト
モ
ス
を
主
体
に
し
た
培
養
土
、ポ
ッ
ト
育
苗
や

家
庭
菜
園
用
の
土
を
主
体
に
し
た
培
養
土
、さ
ら
に

は
野
菜
の
品
目
ご
と
の
専
用
培
養
土
な
ど
、多
種
多

様
な
製
品
が
開
発
さ
れ
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。 

よしおか ひろし
1948年京都府生まれ。弘前大学大学院農学研究科

（修士課程）修了後、農林省野菜試験場入省。農林水
産技術会議事務局研究調査官、（独）農研機構野菜
茶業研究所所長、（社）日本施設園芸協会常務理事
などを経て、2012年10月から現職。専門は野菜の
栽培生理。農学博士、技術士（農業部門）。

日本政策金融公庫
テクニカルアドバイザー

吉岡�宏

速成床土の開発
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木
造
畜
舎
の
見
学
会
が
盛
況

　

２
０
２
０
年
10
月
30
日
。こ
の
日
、秋
田
県
大
仙
市

で
和
牛
の
繁
殖
を
営
む
草
彅
畜
産
株
式
会
社（
代
表
取

締
役
：
草
彅
宏
明
さ
ん
）が
新
築
し
た
木
造
畜
舎
の
見

学
会
を
県
主
催
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。県
内
の
建
築

設
計
業
者
、地
元
メ
デ
ィ
ア
な
ど
約
90
人
も
の
人
が
集

ま
り
、新
聞
や
地
元
テ
レ
ビ
局
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
大

き
く
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
し
た
畜
舎
は
、延
べ
床
面
積
１
３
５
２
平

方
㍍
の
木
造
平
屋
建
て
で
、構
造
材
に
秋
田
ス
ギ
を

利
用
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。使
用
し
た
木

材
１
３
８
立
方
㍍
の
う
ち
、秋
田
ス
ギ
は
お
よ
そ
半
分

に
当
た
る
68
立
方
㍍
を
占
め
ま
す
。建
築
費
用
は
約

１
億
２
８
０
０
万
円
で
、一
部
を
県
が
補
助
し
て
い
ま

す
。建
築
費
用
は
一
般
的
な
鉄
骨
造
り
よ
り
２
～
３
割

安
い
値
段
か
と
思
い
ま
す
。

　

草
彅
さ
ん
は「
秋
田
ス
ギ
の
よ
い
香
り
や
材
の
明
る

い
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。コ
ス
ト
を
抑
え
て
建
築
で
き

た
こ
と
も
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。こ

の
畜
舎
で
、繁
殖
雌
牛
１
０
０
頭
と
子
牛
80
頭
を
飼
育

し
ま
す
。

伐
期
を
迎
え
て
い
る
秋
田
ス
ギ

　

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
80
年
代
前
半
に
か
け
て
、

秋
田
県
の
林
業
は
大
変
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。増
大
す

る
住
宅
建
築
用
木
材
の
需
要
に
対
し
て
、69
年
か
ら
県

が
主
導
し
て
秋
田
ス
ギ
の「
年
間
１
万
ha
の
造
林
運
動
」

を
展
開
、人
工
林
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。現
在
で
は
、

秋
田
県
は
ス
ギ
人
工
林
面
積
で
全
国
第
一
位
を
誇
り
ま

す
。民
有
林
の
人
工
林
面
積
25
万
８
０
０
０
㌶
の
う
ち

92
％
を
占
め
る
23
万
８
０
０
０
㌶
が
ス
ギ
で
す
。そ
し

て
そ
の
ス
ギ
は
い
ま
、本
格
的
な
伐
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

秋
田
ス
ギ
は
、主
に
住
宅
の
柱
や
下
地
材
に
多
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、人
口
減
少
な
ど
の
理
由
か
ら
住
宅

の
着
工
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

秋
田
県
で
は
、こ
の
よ
う
な
背
景
で
年
々
激
し
く
な

る
外
材
や
国
内
他
産
地
と
の
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
つ

た
め
、供
給
体
制
の
整
備
、消
費
地
へ
の
販
路
拡
大
を

進
め
る
ほ
か
、産
学
官
で
県
産
木
材
の
需
要
創
出
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、県
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

商
業
施
設
や
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
西
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、国

際
教
養
大
学（
秋
田
市
）の
図
書
館
棟
、秋
田
空
港
の
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
に
も
ス
ギ
を
中
心
と
し
た
県
産
材
の
利
用

が
進
み
、注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
「
減
少
す
る
住
宅
需
要
へ
の
対
策
と
し
て
、非
住
宅
分

野
で
県
産
材
が
新
用
途
開
拓
す
る
た
め
の
工
法
や
部
材

を
開
発
す
る
」。こ
の
目
的
で
、秋
田
県
で
は
、木
造
の

畜
舎
建
築
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
お

り
、今
後
、畜
舎
を
秋
田
ス
ギ
活
用
の
有
力
な
手
段
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。本
稿
で
は
、こ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
畜
舎
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
理
由
で
す
が
、他

の
建
築
物
と
比
較
し
て
、「
耐
久
性
」「
構
造
性
能
」「
防
耐

火
性
能
」の
三
つ
の
視
点
か
ら
、木
造
化
の
可
能
性
が

秋
田
ス
ギ
の
ト
ラ
ス
を
畜
舎
に
活
用

県
産
材
の
地
産
地
消
で
地
域
活
性
化

秋
田
県
秋
田
市

秋
田
県 

農
林
水
産
部 

林
業
木
材
産
業
課 

副
主
幹

伊
藤 

良
介
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地域再生への助走

高
い
と
考
え
た
た
め
で
す
。

　

三
つ
の
視
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

木
造
化
へ
三
つ
の
視
点

　

ま
ず
耐
久
性
で
す
が
、鉄
骨
造
の
畜
舎
は
、家
畜
の

ふ
ん
尿
な
ど
に
よ
る
影
響
で
さ
び
や
す
い
問
題
が
あ
り

ま
す
。木
造
の
場
合
も
腐
朽
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

適
切
に
水
を
処
理
す
る
こ
と
で
腐
朽
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

次
に
、構
造
性
能
で
す
が
、秋
田
の
よ
う
な
多
雪
地

域
に
お
い
て
も
、適
切
に
構
造
計
算
を
す
れ
ば
十
分
な

構
造
性
能
を
実
現
で
き
ま
す
。倉
庫
や
工
場
は
柱
を
設

置
出
来
な
い
こ
と
が
多
く
、長
大
な
ス
パ
ン
を
確
保
す

る
た
め
割
高
と
な
り
ま
す
が
、畜
舎
は
あ
る
程
度
柱
を

設
置
で
き
る
た
め
、鉄
骨
造
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
実
現

が
可
能
で
す
。

　

防
耐
火
性
能
に
つ
い
て
、一
般
的
な
建
築
物
は
、延

べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
、防
火
壁

の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、畜
舎
に
は
緩
和
措
置

が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、木
造
で
も
大
規
模
化
が
し

や
す
い
と
い
え
ま
す
。

　

県
内
の
畜
舎
建
築
事
例
を
調
べ
る
と
、木
造
の
例
は

あ
る
も
の
の
、構
造
計
算
や
材
料
入
手
の
手
法
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、畜
舎
が
一
定
規
模
以
上
に
な
る
と
設

計
段
階
で
秋
田
ス
ギ
を
選
択
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、産
学
官
が
連
携
し
て
秋
田
ス
ギ
を
活
用

し
た
畜
舎
の
設
計
実
証
を
お
こ
な
い
、こ
の
設
計
に
基

づ
い
て
畜
舎
を
実
際
に
建
築
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
秋
田
県
内
の
畜
産
業
界
で
は
、若
い
担
い
手
が

規
模
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。活
発
な
設
備
投
資
が
期

待
で
き
る
市
場
で
あ
る
こ
と
も
、畜
舎
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
理
由
で
す
。若
い
担
い
手
に
木
造
の
よ
さ
を
理

解
し
て
も
ら
い
、リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
う
こ
と
を

期
待
す
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
い
ざ
、畜
舎
へ
の
木
材
利
用
を
進
め
よ
う
と

し
て
も
、当
課
は
、林
業
や
木
材
関
係
業
務
を
担
当
し

て
い
る
た
め
、畜
産
農
家
と
の
接
点
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、同
じ
農
林
水
産
部
の
畜
産
振
興
課
と
連
携
、

農
家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、畜
舎
に
秋
田
ス
ギ
を
使
っ

て
く
れ
る
建
築
主
を
探
し
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
ま

で
使
っ
た
こ
と
の
な
い
材
料
に
対
す
る
不
安
な
ど
か
ら
、

最
初
に
提
案
し
た
農
家
か
ら
は
秋
田
ス
ギ
の
採
用
は
断

ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

提
案
は
、当
課
と
畜
産
振
興
課
の
両
課
で
お
こ
な
っ

伊藤 良介　いとう りょうすけ 秋田スギによる畜舎建築
1975年秋田県生まれ。98年に
大学卒業後、秋田県に入庁。同
年より木材高度加工研究所で
研究員、2002年から秋田県木
材加工推進機構で木材企業へ
の技術相談業務に従事した後、
秋田スギ振興課、地域振興局勤
務などを経て、林業木材産業課
木材加工技術班副主幹。

従前の秋田スギを活用した畜舎
は、住宅を建てる在来工法によ
るもので、建築コストが高いう
え、大きさも中・小規模に限られ
ていた。そこで、今回のプロジェ
クトでは、トラス構造を採用し
大規模畜舎の建築を可能とした。
併せて、一般流通材の活用によ
り低コスト化も実現した。

上：昨年１０月に開催された見学会の様子（木造畜舎の内部）
下：草彅畜産株式会社代表取締役の草彅宏明さん（後ろは木造畜舎）

【トラス梁】

32　AFCフォーラム 2021・2



地域再生への助走

て
い
ま
し
た
が
、畜
産
農
家
の
考
え
方
や
、秋
田
ス
ギ

の
特
性
な
ど
お
互
い
に
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
ま

ま
進
め
て
し
ま
っ
た
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、お
互
い
の
情
報
を
共
有
し
、理
解
を
深

め
る
た
め
の
勉
強
会
を
し
た
う
え
で
、交
渉
し
た
結
果
、

大
仙
市
の
草
彅
畜
産
か
ら
秋
田
ス
ギ
利
用
の
協
力
が
得

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

課
題
を
連
携
で
越
え
る

　

秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
の
板
垣
直

行
教
授
に
は
、畜
産
農
家
と
の
交
渉
か
ら
、後
述
す
る

秋
田
ス
ギ
ト
ラ
ス
の
開
発
や
、一
般
流
通
材
を
活
用
し

た
低
コ
ス
ト
化
な
ど
、今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

設
計
は
、建
築
主
の
要
望
で
有
限
会
社
館
設
計（
秋
田

県
大
仙
市
）が
担
当
し
ま
し
た
。同
社
は
以
前
当
課
で

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
ス
ギ
利
用
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
際
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
、事

業
の
趣
旨
を
す
ぐ
に
理
解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

材
料
供
給
は
、地
元
大
仙
市
に
工
場
が
あ
る
株
式
会

社
門
脇
木
材
が
担
い
ま
し
た
。同
社
は
２
０
１
９
年
に

大
仙
市
内
に
、最
新
の
製
材
機
械
を
有
す
る
新
工
場
を

整
備
し
て
お
り
、今
回
は
、こ
の
新
工
場
で
生
産
し
た

部
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。一
般
流
通
材
の
活
用
に
つ
い

て
は
、県
立
大
学
と
門
脇
木
材
の
協
議
に
よ
り
部
材
寸

法
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
は
、株
式
会
社
角
繁（
秋
田
市
）に

担
当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。プ
レ
カ
ッ
ト
と
は
、木
材

と
木
材
の
接
合
す
る
箇
所
を
事
前
に
加
工
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
工
期
が
短
縮
さ
れ
て
、建
築

費
用
の
低
コ
ス
ト
化
と
な
る
重
要
な
工
程
で
す
。角
繁

も
、19
年
に
秋
田
市
内
に
新
工
場
を
整
備
し
て
お
り
、本

事
業
も
最
新
の
機
械
で
加
工
し
た
材
料
を
用
い
ま
し
た
。

建
築
現
場
か
ら
も
、加
工
の
寸
法
精
度
が
良
好
で
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
唯
一
の
県
外
の
企
業
が
、三
井
ホ
ー
ム
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
株
式
会
社（
東
京
都
中
央
区
）で
す
。同
社
は
、

板
垣
教
授
と
と
も
に
、ス
ギ
ト
ラ
ス
の
構
造
計
算
か
ら

低
コ
ス
ト
化
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
力
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ス
構
造
で
強
度
実
現

　

草
彅
畜
産
の
畜
舎
で
す
が
、木
材
を
三
角
形
に
組
む

ト
ラ
ス
構
造
の
屋
根
の
骨
組
み
に
は
、秋
田
ス
ギ
の
製

材
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
ス
ギ
は
た
わ
み
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま

す
が
、ト
ラ
ス
構
造
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
輸
入
材

や
カ
ラ
マ
ツ
と
同
等
の
強
度
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。木
材
同
士
の
接
合
に
は
、多
数
の
歯
が
付
い

た
金
属
板
を
食
い
込
ま
せ
て
固
定
す
る
手
法
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、構
造
材
に
秋
田
ス
ギ
を
使
い
、下し

た

地じ

材
に
は
、

（
設
計
時
に
）コ
ス
ト
的
に
有
利
な
部
材
を
使
用
し
た
の

で
、秋
田
ス
ギ
の
使
用
割
合
は
、49
％
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、下
地
材
は
、秋
田
ス
ギ
が
最
も
得
意
な
用
途

で
す
の
で
、今
後
利
用
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

木
造
の
ト
ラ
ス
構
造
に
は
、主
に
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

規
格
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。秋
田
県
内
で
は
ス
ギ
の

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
規
格
材
が
流
通
し
て
お
ら
ず
、特
殊

寸
法
材
と
な
り
割
高
に
な
る
た
め
、住
宅
に
利
用
さ
れ

て
い
る
一
般
流
通
材
を
活
用
し
ま
し
た
。

　

一
般
流
通
材
は
、生
産
性
が
高
く
、汎
用
性
が
あ
る

た
め
、低
コ
ス
ト
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、住
宅

用
部
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、住
宅
用
プ
レ
カ
ッ
ト
機

械
の
利
用
も
可
能
と
な
り
、鉄
骨
造
よ
り
も
低
コ
ス
ト

な
建
物
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

オ
ー
ル
秋
田
で
活
性
化
め
ざ
す

　

秋
田
ス
ギ
の
畜
舎
建
築
を
普
及
し
て
い
く
た
め
の
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ト
ラ
ス
製
造
機
械
が

秋
田
県
内
に
な
か
っ
た
た
め
、や
む
な
く
県
外
に
材
を

運
ん
で
ト
ラ
ス
を
生
産
し
て
か
ら
、再
度
秋
田
県
に
運

搬
し
て
い
ま
し
た
。今
後
は
、プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
を
担

当
す
る
角
繁
が
、県
内
に
ト
ラ
ス
生
産
設
備
を
新
設
す

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、材
料
供
給
か
ら
加
工
ま
で
全

て
の
工
程
を
県
内
企
業
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、流
通
コ
ス
ト
の
削
減
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
現
在
、競
合
す
る
外
材（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
材
）の
価
格
は

乱
高
下
し
て
お
り
、事
業
者
は
安
定
し
た
資
金
計
画
を

立
て
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、秋
田
ス
ギ
の
価
格
は
、

為
替
に
よ
る
変
動
も
無
く
安
定
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

秋
田
ス
ギ
の
価
格
安
定
性
に
加
え
、地
元
加
工
に
よ
る

利
点
も
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、畜
舎
な
ど
非
住
宅
分
野
に
も

広
く
県
産
材
活
用
を
は
か
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

秋
田
県
を
は
じ
め
日
本
に
は
伐
期
を
迎
え
た
ス
ギ
が

多
く
あ
り
ま
す
。先
人
が
植
林
し
た
ス
ギ
は
地
域
の
宝

で
す
。

　

今
後
も
ス
ギ
を
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
が
活
性
化
す

る
術
を
編
み
出
し
、さ
ら
に
再
造
林
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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書評

書
評

読まれてます

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
・
市
民
大
学
講
座﹃
森
と
人
間

の
文
化
史
﹄（
１
９
８
４
年
10
月
～
12
月
放
送
）を
担
当

し
た
著
者
が
、放
送
用
テ
キ
ス
ト
を
土
台
に
上
梓
し
た

の
が
本
書
で
あ
る
。実
は
そ
の
前
に
、市
民
大
学
の
企
画

に
な
っ
た
の
は﹃
森
の
文
化
史
﹄（
講
談
社
現
代
新
書
）で
、

放
送
の
評
判
が
よ
く
再
放
送
さ
れ
、﹃
森
と
人
間
の
文
化

史
﹄（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）の
発
刊
に
つ
な
が
り
、今
回
の「
新

版
」と
な
っ
た
。世
に
出
る
の
は
こ
れ
で
三
度
目
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
の
本
ら
し
く
、全
体
の
ペ
ー
ジ
立
て

が
面
白
い
。紙
の
一
面（
ペ
ー
ジ
）の
順
序
を
示
す
全
体

像
を「
ペ
ー
ジ
立
て
」と
呼
ぶ
が
、「
は
じ
め
に
」（
昭
和

63
年
９
月
）が
あ
り
、同
時
に「
新
版
に
あ
た
っ
て
」（
平

成
22
年
６
月
）と
い
う
ペ
ー
ジ
立
て
は
珍
し
い
。出
版

時
の「
そ
の
時
」を
綴
っ
た
内
容
が
、「
ペ
ー
ジ
立
て
」に

強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。著
者
の
只
木
さ
ん
は「
そ

の
時
」の
中
で
、「
二
〇
年
前
に
問
題
と
し
て
指
摘
し
た

こ
と
か
ら
、わ
が
国
の
森
林
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き

な
変
革
が
あ
っ
た
と
は
と
て
も
言
え
ぬ
…
…
」と
状
況

悪
化
の
不
安
を
明
か
し
て
し
て
い
る
。

　

さ
て
、こ
の
本
は
九
つ
の
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。一
章
は「
わ
れ
わ
れ
の
地
球
と
森
林
」、二
章「
森

林
は
日
本
文
化
の
石
油
で
あ
っ
た
」で
は
人
類
と
歴
史

的
役
割
を
述
べ
、三
章「
マ
ツ
林
盛
衰
記
」は
松
と
日
本

人
の
心
情
、四
章「
遷
移
と
人
の
営
み
」で
は
自
然
と
人

間
の
深
い
関
係
に
触
れ
、五
章「
森
林
の
水
保
全
・
土
保

全
」は
重
要
な
機
能
を
説
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
、六
章
以
降
は「
森
の
役
割
」を
人
間
の
暮

ら
し
の
中
に
展
開
す
る
。た
と
え
ば
六
章「
緑
の
効
用
」、

七
章「
休
養
の
森
と
森
の
風
景
」、八
章「
都
市
の
緑
と

山
の
緑
」、そ
し
て
最
終
章
は「
国
を
守
る
森
を
守
る
た

め
に
」。森
の
す
べ
て
を
人
間
の
目
で
幅
広
く
捉
え
、森

の
世
界
に
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　

九
章
に
、静
岡
県
の
天
竜
川
上
流
に
あ
る
龍
山
村
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
村
の
森
林
組
合
長
で
あ
っ
た

青
山
宏
さ
ん
の
著
作﹃
あ
る
山
村
革
命
﹄に「
人
間
の
ダ

ム
を
造
る
」と
あ
り
、歯
の
抜
け
る
よ
う
に
若
者
が
ム

ラ
か
ら
出
て
い
く
時
代
、防
止
策
は
村
に
産
業
を
起
こ

し
、仕
事
を
つ
く
り
、人
口
流
出
の
ダ
ム
を
つ
く
る
、と

い
う
こ
と
で
あ
る
。「
人
間
の
ダ
ム
を
造
る
」と
。林
業
か

ら
製
材
、設
計
か
ら
施
工
ま
で
、家
づ
く
り
全
て
を
受

注
す
る
体
制
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　

居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ず
、こ
の
人
に
会
い
に
飛
び

出
し
た
遠
い
日
を
想
い
出
し
た
。人
間
の
ダ
ム
を
造
る
、

そ
の
一
言
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

青
木 

宏
高

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
食
材
の
寺
小
屋
」理
事
）

森
の
力
で
人
間
の
ダ
ム
を
造
る

（NHK出版・1,000円 税抜）

三省堂書店農林水産省売店（2020年12月１日～12月31日・税抜）

『
新
版 

森
と
人
間
の
文
化
史
』

只
木 
良
也 

著

タイトル 著者 出版社 定価
1 農業・農村政策の光と影 荒川-隆／著 全国酪農協会 1,500円
2 ゲノム編集食品が変える食の未来 松永-和紀-／著 ウェッジ 1,500円
3 マッキンゼーが読み解く食と農の未来 アンドレ・アンドニアン、

川西-剛史、山田-唯人／著
日経BP
日本経済新聞出版本部 2,000円

4 東大卒、農家の右腕になる。 佐川-友彦／著 ダイヤモンド社 1,800円
5 農業と経済-2020年12月臨時増刊号（ポストコロナ時代の日本農業）「農業と経済」編集委員会／編 昭和堂 1,700円
6 フードテック革命-世界700兆円の新産業-「食」の進化と再定義 田中-宏隆、岡田-亜希子、瀬川-明秀／著

外村-仁／監修 日経BP 1,800円
7 地図とデータで見る農業の世界ハンドブック ジャン＝ポール・シャルヴェ／著 原書房 2,800円
8 獣害列島-増えすぎた日本の野生動物たち 田中-淳夫／著 イースト・プレス 860円
9 2030年のフード＆アグリテック-農と食の未来を変える世界の先進ビジネス70 佐藤-光泰、石井-佑基／著 同文舘出版 2,300円
10 フードバリューチェーンが変える日本農業 大泉-一貫／著 日本経済新聞出版社 1,800円
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